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１ 災害対策と行政の役割について     （４０分） 

 

 本年は１９２３年（大正１２年）９月１日午前１１時５８分に発

生した関東大震災から１００年と節目の年となります。地震の規模

はマグニチュード７.９、最大震度６、死者・行方不明者１０万５，

０００人超、住宅全壊１０万９，０００棟余、焼失建物２１万２，

０００棟余と多くの住民が亡くなり、住む場所を奪われる大災害と

なりました。 

 この１００年間、関東大震災をはじめ、１９３１年（昭和６年）

に埼玉県寄居町付近を震源とするマグニチュード６.９、最大震度

６の地震の発生や、１９９５年の阪神淡路大震災、１２年前の記憶

にも新しい東日本大震災それ以外にも数多くの地震が日本全国で

発生しております。 

 本市においても、市内で震度４の地震が、令和３年に１回、４年

に１回発生しております。鶴ヶ島市地域防災計画の中で震度６強の

被害想定としている「関東平野北西緑断層帯地震」が心配されてい

ます。さらに、この想定以外にも、埼玉県が平成２４・２５年度に

実施した地震被害想定調査では、本市において４つの被害想定を予

測しております。 

 また、近年は台風や線状降水帯、ゲリラ豪雨などの風水害が全国

各地で発生し被害が報告されています。そのような中、本市におい

ても昨年７月１２日には一日の総雨量２０４ミリ、特に午後９時代

には一時間に約８６ミリの豪雨となり、近隣の鳩山町や越生町など

では時間雨量１００ミリを越える「記録的短時間大雨情報」が発表

されました。この時も鶴ヶ島市内数か所で道路冠水などがあり車両

の水没被害などもあったと聞いております。 

 令和３年７月の夜には鶴ヶ島市内全域ではないものの、多数の地

域で大規模な停電があり不安な夜を過ごした市民の方々もおられ

たものと思われます。 

鶴ヶ島市は比較的に災害が少ない街であったり、災害に強い街と

言われたりする事もありますが、災害が多様化し、少子高齢化が進

む中で、行政から市民の皆様に災害発生時の安心を届け、また安全

を地域の方々が協力して作れるかが重要です。 
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今後も市民皆様に災害に対する危機意識をもっていただけるよ

う継続的に学校や家庭において、防災学習を実施し、地域の防災訓

練につなげていく事が必要と考えます。 

 今までも各議員さんが、災害対策対応、防災減災など一般質問さ

れており重複いたしますが、以下質問をさせて頂きます。 

 

（１） 第６次鶴ヶ島市総合計画における防災について 

  ア 基本構想の防災の考え方について 

  イ 総合計画作成に平成２９年度九都県市合同防災訓練がど

のように反映されているのか 

 

（２） 災害時の避難計画及び避難所について 

  ア 避難所の耐震化について 

  イ 避難所の停電対策について 

  ウ 災害発生時に地域対応職員の初動対応について 

  エ 個別避難計画の作成状況について 

  オ 避難路の安全確保について 

 

（３） 災害時における児童・生徒の安全確保について 

  ア 災害発生時の教員の対応について 

  イ 保護者との連絡、児童の引き渡しについて 

 

２ 土地利用構想の現状は          （２０分） 

 

 齊藤市長が平成２９年１１月に就任して以来、６年が経過しよう

としております。この間には新型コロナが猛威を振るい、私たちの

市民生活は制限や不安、孤立など大きな影響を受けています。また、

世界の情勢不安や異常気象などの影響もあり、市民生活に直結する

物価高による経済状況の悪化が家計を圧迫している状況です。その

ような中、齊藤市長は就任以来、様々な問題に真摯に向き合い解決

策を行政の長として職員を束ね、議会の議決をもって市政に取り組

まれている事と存じます。 

 第６次鶴ヶ島市総合計画は、市長就任後の平成２９年度の第３回 
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経営会議で策定の前倒しが決定され令和元年度２月、３月に基本

構想と前期基本計画が決定されております。この前期基本計画は令

和２年度から令和６年度までの計画ですが新型コロナウイルスの

感染が拡大し、策定時とは行政運営の課題解決するための指針が多

少違ってくるのではないかと考えます。また、本年度より令和６年

度までの間には、後期基本計画が市民意識調査やヒアリング、前期

基本計画の分析など、コロナ後の生活様式を踏まえながら策定され

ると思われます。 

以上、コロナウイルス感染拡大前に策定された第６次鶴ヶ島市基

本計画の基本構想、土地利用構想について質問致します。 

 

（１） 土地利用転換検討地域について 

  ア 検討の進捗状況について 

  イ 検討の具体案について 

  ウ 検討から計画に変えるためには 

 

 

 


